
 地方の一企業が世界の企業に飛躍しようとしています。社内の資源と大学の叡智を
結集して次々とイノベーションを起しています。磁気記録材料、リチウムイオン電池材
料など最先端商品にはなくてはならない材料を提供しています。その活躍ぶりをご覧
ください。

 戸田工業のイノベーションには、大学の基礎研究が源となっている例が
多くあります。このイノベーションが、戸田工業を”酸化鉄を生業としたベ
ンガラ屋”を”先端材料企業”への転換を可能としました。歴史的背景も
含めてケーススタディとして解説し、これからの産学連携のあり方、その
マネージメントについても言及します。


